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し
て
い
る
諸
問
題
解
決
の
た
め
、

精
力
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

し
た
。そ
の
結
果
伊
豆
農
業
試
験

場
南
伊
豆
分
場
の
現
在
地
で
の

存
続
確
定（
六
月
）。巻
き
網
問
題

解
決
の
た
め
の
意
見
書
提
出
を
、

下
田
市
・
郡
下
四
町
の
議
会
に
ご

協
力
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。し
か
し
自
律
の
町
づ
く
り
に

は
、ま
だ
ま
だ
多
く
の
課
題
が
有

り
ま
す
。こ
の
様
な
中
、今
年
は
、

一
、行
財
政
改
革
の
加
速
・
実
行

二
、産
業
振
興
の
戦
略
的
実
行

三
、町
民
生
活
の
安
心
・
安
全
の

　
 
確
保

四
、的
確
な
情
報
の
公
開

　

以
上
を
中
心
に
成
果
を
上
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
年
も
町
民
の
皆
様
の
変
わ

ら
ぬ
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、皆
様
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。町
民
の
皆
様
に

は
輝
か
し
い
新
春
を
、健
や
か
に

お
迎
え
の
こ
と
と
、心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、合
併
新
法
に
お
け
る

県
の
合
併
推
進
に
関
す
る
答
申

が
発
表
さ
れ
ま
し
た（
二
月
）。南

伊
豆
町
は
、伊
豆
南
部
一
市
五
町

の
枠
組
構
想
で
し
た
。秋（
十
一

月
）に
は
、県
の
合
併
支
援
プ
ラ

ン
が
発
表
さ
れ
、任
意
合
併
協
議

会
設
置
の
是
非
が
、各
首
長
、各

議
会
に
問
わ
れ
ま
し
た
。当
議
会

は
全
員
協
議
会
に
お
い
て
、時
期

尚
早
と
の
多
く
の
意
見
で
し
た
。

同
様
の
見
解
を
し
た
議
会
は
、東

伊
豆
町
・
松
崎
町
・
西
伊
豆
町
で

し
た
。

　

一
方
議
会
は
、ま
ち
づ
く
り
特

別
委
員
会
を
定
期
的
に
開
催
し
、

九
月
定
例
会
に
て
中
間
報
告
。十

二
月
定
例
会
に
て
最
終
提
言
を

致
し
ま
し
た
。又
こ
の
間
、山
積

みなみいず議会だより No.２８ ２００７年(平成１９年）１月３１日

議 
長　

藤   
田   
喜  
代  
治

　

平
成
十
八
年
十
二
月
定
例
会

は
、
十
二
月
十
二
日
か
ら
十
五

日
ま
で
の
四
日
間
開
か
れ
ま
し

た
。
今
定
例
会
は
、
一
般
会
計

補
正
予
算
、
静
岡
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
の
設
置
に
つ

い
て
、
固
定
資
産
税
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任
、
ま
ち
づ

く
り
特
別
委
員
会
最
終
報
告
、

意
見
書
一
件
な
ど
計
十
件
が
上

程
さ
れ
原
案
ど
お
り
可
決（
認
定
・

同
意
）
さ
れ
ま
し
た
。
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年
頭
の
あ
い
さ
つ

年
頭
の
あ
い
さ
つ

▼
伊
豆
つ
く
し
学
園
組
合
規
約

の
一
部
を
変
更
す
る
規
約
制

定
に
つ
い
て

・
相
談
支
援
事
業
の
実
施
、
地

域
生
活
支
援
事
業
の
実
施
を

新
た
に
加
え
る
も
の

▼
南
伊
豆
町
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ

い
て
次
の
一
人
が
議
会
に
お

い
て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

・
南
伊
豆
町
青
野
五
一
八
―
一

　
 

高
橋
和
夫
さ
ん

▼
飲
酒
運
転
根
絶
に
関
す
る
決

議

▼
南
伊
豆
町
職
員
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い

て
・
人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
育
児

休
業
に
か
か
わ
る
給
与
調
整

を
年
一
回
か
ら
四
回
に
改
め

る
も
の

▼
静
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
の
設
置
に
つ
い
て

・
七
十
五
歳
以
上
の
後
期
高
齢

者
を
対
象
と
し
た
医
療
保
険

制
度
に
基
づ
く
運
営
体
の
設

置
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みなみいず議会だより No.２８ ２００７年(平成１９年）１月３１日

　

町
議
会
ま
ち
づ
く
り
特
別
委

員
会
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
平
成　

年　

月
定
例
会
で
、

１８

１２

最
終
報
告
を
行
い
ま
し
た
が
、

こ
こ
に
最
終
報
告
の
柱
の
ひ
と

つ
で
あ
る
南
伊
豆
町
ま
ち
づ
く

り
基
本
条
例（
草
案
）の
骨
子
を

紹
介
し
ま
す
。

○
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
原
則

・
情
報
共
有
の
原
則

・
情
報
へ
ア
ク
セ
ス
す
る
権
利

・
行
政
の
説
明
責
任

　

住
民
参
加
の
原
則
（
町
の
仕

事
の
企
画
立
案
、
実
施
、
評
価

の
各
過
程
に
お
け
る
町
民
参
加

の
保
障
）

○
情
報
共
有
の
推
進

　

意
思
決
定
の
明
確
化
、
情
報

共
有
の
た
め
の
制
度
保
障

○
ま
ち
づ
く
り
へ
の

　
　
　
　
　

参
加
の
推
進

・
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す
る
権

　

利
の
保
護

・
こ
ど
も
た
ち
の
参
加
の
権
利

　

保
護

・
町
民
の
責
務
（
総
合
的
視
点

　

に
立
っ
た
言
動
）

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成

○
行
政
の
役
割
と
責
務

・
町
長
他
特
別
職
の
就
任
時
の

　

宣
誓

・
町
民
公
募
の
行
政
運
営

　

意
見
・
要
望
・
苦
情
等
へ
の

応
答
義
務
と
町
民
の
権
利
保
護

　

行
政
職
員
の
専
門
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
の
役
割（
職
員
ひ
と
り
ひ

と
り
が
責
任
あ
る
役
割
）

○
町
民
と
行
政
の
協
働

　

計
画
過
程
へ
の
町
民
参
加
と

情
報
明
示

　

提
出
さ
れ
た
意
見
の
採
否
の

結
果
及
び
理
由
の
公
表

○
財　

政

・
予
算
策
定
過
程
の
透
明
性
確

　

保
・
仕
事
の
評
価
に
役
立
つ
決
算

　

町
長
は
財
政
状
況
に
対
す
る

見
解
を
示
す

○
評　

価

　

行
政
の
仕
事
を
町
民
が
評
価

す
る
仕
組
み
の
導
入

○
町
民
投
票
制
度

　
（
南
伊
豆
町
住
民
投
票
条
例
）

　

町
長
は
投
票
結
果
の
取
扱
い

を
事
前
に
公
表
す
る

○
連　

携

　

南
伊
豆
フ
ァ
ン
と
の
連
携
、近

隣
自
治
体
と
の
連
携
、目
的
に
応

じ
た
広
域
連
携
、国
際
連
携

○
条
例
制
定
の

　

手
続
き
に
お
け
る
町
民
参
加

○
ま
ち
づ
く
り

　
　
　

基
本
条
例
の
位
置
づ
け

　

他
の
条
例
に
よ
り
ま
ち
づ
く

り
の
制
度
を
設
け
る
場
合
は
こ

の
条
例
を
最
大
限
に
尊
重

○
四
年
に
一
度
の
条
例
見
直
し

　

南
伊
豆
町
議
会
で
は
こ
れ
ま

で
、
予
算
・
決
算
の
審
議
は
二

つ
の
常
任
委
員
会
に
分
割
付
託

し
て
審
議
を
行
っ
て
来
ま
し
た
。

こ
の
間
、
分
権
時
代
に
お
け
る

議
会
の
活
性
化
の
観
点
か
ら
、

予
算
・
決
算
審
議
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
財
政
の
全
体
像
を
映

し
出
し
予
算
の
適
正
性
・
行
政

執
行
の
妥
当
性
、不
正
の
監
視
・

摘
発
に
つ
い
て
精
査
、
改
善
に

役
立
つ
こ
と
や
、
翌
年
度
の
予

算
編
成
・
行
政
執
行
に
生
か
せ

る
こ
と
か
ら
、
検
討
し
て
き
ま

し
た
が
、「
一
議
案
不
可
分
の
原

則
」（
委
員
会
相
互
に
関
連
し
た

　

九
月
二
十
七
日
か
ら
二
十
八

日
に
か
け
て
、
姉
妹
都
市
塩
尻

市
に
編
入
合
併
し
た
旧
楢
川
村

と
自
律
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
原
村
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

旧
楢
川
村
で
は
、
江
戸
時
代

修
正
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
）

に
則
り
、
予
算
・
決
算
常
任
委

員
会
設
置
の
検
討
を
議
運
・
全

員
協
議
会
で
検
討
し
て
お
り
ま

す
。
平
成
十
九
年
度
か
ら
施
行

さ
れ
る
改
正
自
治
法
で
は
、
議

長
に
臨
時
会
招
集
権
が
付
与
さ

れ
る
こ
と
や
常
任
委
員
の
所
属

制
限
の
撤
廃
（
現
在
一
議
員
一

委
員
会
）
が
盛
り
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
常
設
型
の
予
算
常
任

委
員
会
設
置
の
検
討
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
付
託
に
応

え
る
べ
く
「
議
会
が
民
主
的
地

方
自
治
の
根
幹
」
の
認
識
で
一

層
の
努
力
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

の
町
並
み
を
今
も
残
し
全
国
か

ら
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
奈

良
井
宿
・
平
沢
宿
を
視
察
し
ま

し
た
。
両
宿
と
も
重
要
伝
統
建

造
物
保
存
地
区
の
指
定
を
受
け
、

合
併
し
た
後
も
住
民
が
協
力
し

て
地
域
を
守
る
取
組
み
を
行
っ

て
い
る
と
の
説
明
を
聞
き
、
ま

ち
づ
く
り
の
意
気
込
み
に
感
心

し
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
合
併
し
な
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
る
原
村
で

す
。
八
ヶ
岳
西
麓
に
位
置
し
高

原
農
業
を
中
心
に
、山
村
リ
ゾ
ー

ト
事
業
が
盛
ん
な
村
で
す
。
平

成
の
大
合
併
で
は
、
諏
訪
市
ま

で
含
め
た
広
域
合
併
の
構
想
が

あ
り
ま
し
た
が
、住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
に
基
づ
き
合
併
協
議
会
を
脱

退
し
自
律
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

村
政
の
説
明
は
、
村
づ
く
り

戦
略
推
進
室
主
幹
が
行
い
ま
し

た
が
、
戦
略
推
進
室
と
い
う
名

称
か
ら
も
自
律
の
ま
ち
づ
く
り

に
対
す
る
意
気
込
み
が
伝
わ
り
、

主
幹
の
説
明
は
市
の
部
課
長
ク

ラ
ス
の
深
い
内
容
で
し
た
。

　

自
律
の
ま
ち
づ
く
り
の
根
幹

は
、
役
場
の
や
る
気
と
住
民
の

協
力
と
の
協
働
で
あ
る
こ
と
が

ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例（
草
案
）の
骨
子

�

��
�
�
�
�
�

に
つ
い
て

運
営

議
会



質
問　

認
知
症
に
な
っ
て
も
安

心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
講
座
を

開
催
す
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長　

自
分
の
問
題
と
し
て
認

知
症
の
人
の
理
解
者
、
応
援
者

と
な
る
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の

養
成
講
座
を
開
講
す
る
予
定
。

質
問　

認
知
症
高
齢
者
の
財
産

を
ね
ら
う
人
か
ら
守
る
た
め
の

身
上
看
護
や
財
産
問
題
の
サ
ポ
ー

ト
を
す
る
成
年
後
見
人
が
将
来

的
に
不
足
す
る
見
込
み
だ
。
こ

の
点
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

町
長
に
聞
き
ま
し
た

�
�
�
�
�

梅本和熙議員

町
長　

地
域
で
支
援
す
る
力
の

維
持
が
大
切
で
、
成
年
後
見
人

養
成
ま
で
は
考
え
て
い
な
い
。

質
問　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
と
し
て
の
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、

前
町
政
時
代
に
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
建
設
に
着
工
し
な
が
ら

議
会
の
反
対
に
よ
っ
て
中
止
と

な
っ
た
。
町
長
は
町
議
で
し
た

が
、
旧
厚
生
省
の
建
物
を
改
修

す
る
の
が
財
政
的
に
最
良
の
方

法
で
あ
る
と
の
理
由
で
反
対
し

た
。
今
般
、
旧
厚
生
省
の
跡
地

の
利
用
計
画
が
ふ
る
さ
と
づ
く

り
推
進
委
員
会
か
ら
答
申
さ
れ

た
。
答
申
の
内
容
に
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
と
い
う
考
え
方
は
一

切
出
て
こ
な
い
。
町
長
は
ど
の

よ
う
な
諮
問
を
さ
れ
た
の
か
。

町
長　

跡
地
利
用
を
検
討
し
て

も
ら
い
た
い
と
諮
問
し
た
。
交

流
館
の
中
に
は
一
部
福
祉
的
な

考
え
も
入
っ
て
い
る
。
複
合
施

設
と
し
て
考
え
る
。

質
問　

複
合
施
設
は
補
助
金
が

つ
き
に
く
い
。

が
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、
よ
く

見
き
わ
め
時
期
を
考
え
る
。

質
問　

２
月
ご
ろ
に
賀
茂
地
域

支
援
局
の
合
併
説
明
会
を
開
催

す
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長　

こ
れ
は
県
側
の
説
明
会

で
す
の
で
、
開
催
時
期
に
つ
い

て
は
県
の
日
程
が
あ
る
。

質
問　

県
で
何
日
ご
ろ
や
り
た

い
と
言
っ
て
来
た
場
合
に
、
町

は
そ
れ
に
対
応
し
て
い
く
か
。

町
長　

そ
の
考
え
方
で
い
い
。

みなみいず議会だより No.２８ ２００７年(平成１９年）１月３１日
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質
問　

町
民
か
ら
町
政
が
ど
の

よ
う
な
方
向
に
向
か
っ
て
い
る

の
か
と
の
質
問
を
受
け
る
。
町

長
の
考
え
を
町
民
が
聞
き
た
が
っ

て
い
る
。
地
区
懇
談
会
を
開
催

す
る
予
定
は
あ
る
の
か
。

町
長　

地
区
懇
談
会
は
開
催
す

る
予
定
で
は
お
り
ま
す
。

質
問　

時
期
は
い
つ
ご
ろ
か
。

町
長　

合
併
の
問
題
も
、
状
況

質
問　

新
合
併
特
例
法
の
合
併

期
限
で
あ
る
平
成　

年
３
月
を

２２

念
頭
に
置
い
て
考
え
る
と
の
発

言
の
意
味
は
な
に
か
。

町
長　

単
独
の
道
を
歩
む
に
し

て
も
、
将
来
何
十
年
も
と
い
う

こ
と
は
、
当
町
の
現
在
の
財
政

状
況
等
を
考
え
、
非
常
に
難
し

困
難
で
あ
る
と
考
え
る
。

質
問　

相
反
す
る
質
問
で
あ
る

が
、
自
立
の
た
め
の
財
政
計
画

は
出
来
た
の
か
。

町
長　

本
年
度
作
成
し
た
財
政

見
通
し
は
、収
支
均
衡
に
は
至
っ

て
い
な
い
。
本
町
の
選
択
肢
の

一
つ
と
し
て
の
自
律
の
町
づ
く

り
を
推
進
す
る
に
は
、
財
政
計

画
は
重
要
な
指
針
と
な
る
。
収

支
均
衡
を
前
提
と
し
て
、
財
政

計
画
を
公
表
す
る
よ
う
鋭
意
努

力
し
た
い
。

質
問　

財
政
計
画
は
相
当
厳
し

い
も
の
に
な
る
。
削
減
出
来
る

も
の
は
人
件
費
し
か
な
い
。

町
長　

新
年
度
予
算
の
反
映
を

さ
せ
な
が
ら　

年
度
中
に
は
自

１９

立
の
財
政
計
画
を
立
て
る
。

質
問　

再
来
年
の
３
月
に
は
自

立
の
た
め
の
財
政
計
画
が
出
来

る
。
資
料
が
な
い
か
ら
自
立
か

合
併
か
、
町
民
が
迷
う
。
情
報

提
供
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
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質
問　

近
頃
の
マ
ス
コ
ミ
は
、

い
じ
め
・
自
殺
・
虐
待
・
不
正

の
情
報
が
踊
り
ま
く
っ
て
い
る
。

そ
ん
な
中
基
本
法
改
正
が
採
択

さ
れ
た
。
一
連
の
教
育
現
場
で

の
悲
し
い
出
来
事
、
生
徒
や
校

長
の
自
殺
や
い
じ
め
、
必
修
漏

れ
問
題
、
教
育
委
員
会
の
形
骸

化
な
ど
を
み
て
、「
だ
か
ら
基
本

法
の
改
正
が
必
要
だ
」
と
い
う

論
旨
で
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る

様
だ
。
し
か
し
夢
も
希
望
も
持

て
な
い
子
供
達
、
何
も
動
け
な

い
教
師
達
を
生
ん
で
い
る
の
は

現
行
基
本
法
で
は
な
く
今
日
の

社
会
で
あ
る
。
法
を
い
じ
っ
て

問
題
が
解
決
す
る
と
は
誰
も
が

思
っ
て
い
な
い
。
改
正
法
を
読

み
返
す
と
前
文
だ
け
で
も
現
行

法
の
方
が
深
み
が
あ
る
。
改
正

法
は
�
公
共
の
奉
仕
�
を
唄
い

且
つ
決
意
か
ら
願
い
に
格
下
げ

に
な
り
個
人
よ
り
公
共
の
利
益

を
優
先
さ
せ
る
文
言
が
入
っ
て

い
る
。
所
謂
、
国
が
決
め
た
事

を
優
先
さ
せ
ろ
と
い
う
事
で
そ

の
お
上
は
、
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
で
言
論
誘
導
し
、
謝
礼
を

配
っ
た
り
民
主
的
で
文
化
的
国

家
の
や
る
事
で
な
い
。
自
分
達

は
�
個
�
を
最
優
先
さ
せ
て
国

民
に
は
�
公
共
�
を
尊
べ
っ
て

こ
と
か
。
現
在
の
教
育
崩
壊
は

社
会
の
土
壌
の
変
革
に
発
し
て

い
る
と
誰
も
が
気
付
い
て
お
り
、

基
本
法
が
悪
い
か
ら
教
育
の
混

乱
が
起
き
て
い
る
の
で
な
く
、

国
も
教
育
関
係
者
も
現
行
法
が

求
め
た
姿
に
、
程
遠
い
と
い
う

事
が
問
題
な
の
で
あ
る
。
そ
こ

で
同
改
正
案
に
対
す
る
教
育
長

の
認
識
と
今
後
想
定
さ
れ
る
教

育
行
政
や
町
内
の
い
じ
め
根
源

等
に
つ
い
て
如
何
思
う
か
？

教
育
長　

大
変
大
き
な
問
題
だ
。

今
な
ぜ
改
正
か
と
い
う
疑
問
を

私
自
身
持
っ
て
お
り
、
基
本
認

識
は
全
く
同
じ
だ
。
只
新
法
の

中
で
家
庭
教
育
、
幼
児
教
育
、

家
庭
・
学
校
・
地
域
の
総
合
教

育
と
い
う
項
目
立
て
を
し
取
り

込
も
う
と
い
う
面
は
今
最
も
必

要
と
し
て
い
る
分
野
で
あ
り
、

評
価
出
来
る
部
分
も
あ
る
。
議

員
指
摘
の
個
人
か
国
か
は
常
に

付
き
ま
と
う
課
題
で
あ
る
が
、

逆
に
個
人
を
守
る
の
が
国
で
あ

り
、
新
法
の
適
用
が
逆
転
し
な

い
様
に
祈
る
も
の
で
あ
る
。
い

じ
め
等
は
改
正
基
本
法
の
中
で

も
学
校
・
家
庭
・
地
域
住
民
が

教
育
に
果
た
す
役
割
を
再
確
認

し
教
育
振
興
基
本
計
画
を
策
定

す
る
事
を
唄
っ
て
い
る
。
つ
ま

り
行
政
に
重
点
施
策
を
掲
げ
実

施
面
で
の
強
制
力
が
強
ま
る
事

は
確
か
と
思
う
。
又
町
の
教
育

行
政
の
変
遷
と
対
応
は
今
後
の

問
題
だ
が
、
新
法
の
第　

条
で

１０

の
家
庭
教
育
の
再
構
築
と
考
え

ら
れ
る
。

みなみいず議会だより No.２８ ２００７年(平成１９年）１月３１日
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と
思
う
。
シ
ス
テ
ム
稼
働
後
、

な
じ
む
部
分
と
そ
う
で
な
い
面

が
こ
こ
に
き
て
顕
著
に
現
れ
た
。

教
育
消
耗
品
に
対
し
て
対
象
か

ら
取
り
外
す
考
え
は
？

総
務
課
長　

全
庁
舎
内
で
此
々

２
年
間
の
財
政
効
果
は
評
価
出

来
る
物
が
あ
る
。
施
行
後
半
年

と
い
う
面
も
あ
り
種
々
の
弊
害

も
あ
る
が
改
善
し
な
が
ら
本
格

的
な
導
入
と
い
う
ス
テ
ッ
プ
を

と
り
た
い
。

質
問　

庁
内
改
革
チ
ー
ム
が
提

唱
し
た
窓
口
一
元
化
が
始
ま
る

と
認
識
し
て
い
る
が
、
今
年
４

月
よ
り
教
育
関
係
振
興
事
務
費

も
対
象
編
入
さ
れ
た
。
よ
り
精

緻
な
計
画
性
を
求
め
る
消
耗
品

購
入
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
あ
る

�
�
�
�
�
�
�
�

質
問　

さ
き
の
議
会
で
質
問
の

同
シ
ス
テ
ム
導
入
に
就
い
て
の

時
期
に
つ
い
て
問
う
た
が
こ
の

　

月
の
実
施
確
約
は
如
何
？

１２町
長　

集
中
改
革
プ
ラ
ン
で
、

こ
の　

月
で
な
く
３
月
よ
り
目

１２

標
面
で
の
執
行
導
入
を
計
る
。
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谷 川 次 重 議員

質
問　

歳
入
の
見
込
み
と
、
町

税
確
保
の
取
り
組
み
方
は
？

町
長　

国
庫
補
助
金
、
地
方
贈

与
税
の
削
減
、
普
通
交
付
税
の

減
額
な
ど
、
財
源
確
保
は
非
常

に
厳
し
い
。
町
税
特
別
滞
納
整

理
班
で
臨
宅
徴
収
を
。
夜
間
徴

収
も
指
示
。
差
し
押
さ
え
等
も

視
野
に
入
れ
町
税
確
保
に
努
め

る
。

質
問　

歳
出
削
減
の
取
り
組
み

は
。

町
長　

主
な
も
の
と
し
て
、報
償

費
、旅
費
は
、　

年
度
当
初
予
算

１８

額
の
７
割
以
内
に
。会
議
回
数
、

委
員
数
の
検
討
を
。代
休
の
活
用
、

応
援
体
制
等
に
よ
り
、時
間
外
勤

務
手
当
て
を
最
小
限
に
。消
耗
品

は
５
割
以
内
に
。郵
便
料
、電
話

料
等
の
一
括
管
理
。工
事
請
負
費

は　

年
度
の
９
割
以
内
に
。原
材

１８
料
費
は
５
割
以
内
に
。補
助
金
の

削
減
。等
々
の
事
を
指
示
し
た
。

質
問　

平
成　

年
度
ま
で
の
シ

２３

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
見
る
と
、

投
資
的
経
費
の
抑
制
は
出
来
て

も
、社
会
保
障
費
、人
件
費
の
極

端
な
削
減
は
無
理
で
は
。

町
長　

社
会
保
障
費
は
増
加
傾

向
に
あ
る
。
人
件
費
削
減
は
今

後
の
課
題
で
あ
り
、
今
、
財
政

計
画
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

質
問　

人
件
費
に
手
を
つ
け
な

い
で
、
見
通
し
は
つ
く
の
か
。

町
長　

財
政
計
画
の
な
か
で
考

え
て
い
く
。

質
問　
　

年
度
予
算
で
は
、
財

１９

政
調
整
基
金
を
財
源
と
す
る
の

か
。

町
長　

財
政
調
整
基
金
を
財
源

と
し
な
い
と
、
予
算
編
成
は
出

来
な
い
。

質
問　
　

年
度
以
降
は
、
財
政

２０

調
整
基
金
、
い
わ
ゆ
る
貯
金
ゼ

ロ
の
ま
ま
で
町
政
運
営
を
や
っ

て
い
く
の
か
。

町
長　

そ
う
い
う
こ
と
に
な
っ

て
く
る
。
事
業
に
よ
っ
て
は
目

的
基
金
の
投
入
と
い
う
こ
と
も

考
え
て
い
る
。

質
問　

大
変
に
厳
し
い
予
算
の

な
か
で
の
重
点
施
策
は
。

町
長　

５
つ
の
重
点
施
策
を
打

ち
出
し
た
。

１
・ 
自
律
の

　
　
　

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
。

２
・ 
教
育
環
境
整
備
。

３
・ 
子
育
て
環
境
づ
く
り
。

４
・ 
高
齢
者
、
障
害
者
に

　
　

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
。

５
・ 
地
域
資
源
を

　
　

生
か
し
た
観
光
の
振
興
。

質
問　

具
体
的
に
は
。

町
長　

教
育
環
境
づ
く
り
で
は
、

小
学
校
の
パ
ソ
コ
ン
の
更
新
事

業
、
パ
ソ
コ
ン
教
育
の
環
境
整

備
等
。
子
育
て
環
境
の
推
進
で

は
、
保
育
園
施
設
の
ト
イ
レ
改

修
、
男
性
保
育
士
の
採
用
等
。

高
齢
者
、
障
害
者
に
優
し
い
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
で
は
、
中
央

公
民
館
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、

ト
イ
レ
の
改
修
等
を
考
え
て
い

る
。

みなみいず議会だより No.２８ ２００７年(平成１９年）１月３１日
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谷
川　

課
長
の
、
行
財
政
に
関

す
る
レ
ポ
ー
ト
の
活
用
方
法
は
。

　

年
度
８
名
の
職
員
減
へ
の
対

１９応
は
。

町
長　

平
成　

年
度
は
財
政
調

１９

整
基
金
の
残
額
す
べ
て
を
投
入

し
て
も
財
源
不
足
が
生
じ
る
。

抜
本
的
な
行
財
政
改
革
を
実
施

す
る
た
め
、
人
員
、
物
件
費
に

つ
い
て
５
割
カ
ッ
ト
し
た
場
合

の
対
処
案
に
つ
い
て
の
レ
ポ
ー

ト
の
提
出
を
求
め
た
。
各
課
長

か
ら
課
の
再
編
、
経
費
削
減
等

の
具
体
案
が
出
さ
れ
た
。
来
年

度
は
８
名
減
と
な
る
が
、
課
長

レ
ポ
ー
ト
の
人
員
減
案
を
参
考

に
、
検
討
に
入
る
。

谷
川　

町
長
は
課
長
の
意
見
等

も
よ
く
聞
き
、
ま
た
、
現
場
を

自
ら
見
て
、適
正
な
人
事
を
行
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

質
問　

平
成　

年
度
の
予
算
編

１９

成
の
基
本
指
針
、
執
行
上
の
町

長
・
助
役
の
基
本
認
識
。
日
常

の
推
進
状
況
、
日
報
・
週
報
・

月
報
、
日
々
の
政
策
判
断
、
決

裁
を
進
め
る
上
で
ど
う
い
う
調

整
を
し
て
い
る
の
か
。

町
長　

町
民
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
、
希
望
の
持
て
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
。
安
定
し
た

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指

し
的
確
な
予
算
編
成
を
す
る
よ

う
指
示
し
た
。
少
子
・
高
齢
化

が
進
む
中
で
、
社
会
保
障
費
を

優
先
的
に
考
え
て
い
く
。

助
役　

日
常
、
課
長
等
と
連
携

を
深
め
、
町
長
と
は
常
に
い
ろ

い
ろ
な
面
で
、対
話
し
て
い
る
。

町
長
の
命
ず
る
事
務
を
法
令
に

従
い
職
員
を
監
督
し
業
務
を
進

め
る
の
が
任
務
。
計
数
的
な
こ

と
は
課
長
の
権
限
で
補
完
し
必

要
に
応
じ
て
出
し
て
い
る
。

質
問　

い
ま
一
つ
。
助
役
は
事

務
方
の
ト
ッ
プ
。
デ
ー
タ
・
到

達
状
況
と
か
。
や
ら
れ
て
い
な

い
の
か
。
も
っ
と
勉
強
を
す
る

べ
き
。
現
場
に
も
出
て
。

みなみいず議会だより No.２８ ２００７年(平成１９年）１月３１日
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質
問　

コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
空
港
の

政
策
的
順
位
位
置
づ
け
は
。

町
長　

産
業
団
体
が
中
心
に
新

た
な
観
光
客
誘
致
、
大
規
模
災

害
時
の
代
替
ア
ク
セ
ス
、
救
急

患
者
の
搬
送
を
目
的
に
検
討
。

官
民
一
体
で
県
へ
の
陳
情
等
を

展
開
。
県
は
、　

万
円
の
調
査

８００

費
を
計
上
、適
地
等
の
調
査
中
。

町
は
調
査
結
果
を
基
に
課
題
・

問
題
を
整
理
検
討
す
る
。

質
問　

雲
を
つ
か
む
よ
う
な
状

況
だ
。
町
民
の
苦
し
い
生
活
現

況
か
ら
言
え
ば
、
町
の
こ
と
に

力
を
集
中
す
べ
き
。
課
長
に
行

革
レ
ポ
ー
ト
を
要
求
し
て
い
て

も
、
大
元
で
非
常
に
、
認
識
に

全
く
危
機
感
が
な
い
。
経
済
団

体
等
人
件
費
補
助
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
事
業
の
採
算
を
真

剣
に
考
え
て
い
る
の
か
。
余
り

に
安
易
、
空
港
に
時
間
を
浪
費

し
て
い
る
場
合
で
な
い
。

質
問　

合
併
支
援
策
の
内
容
と

基
本
姿
勢
は
。
新
聞
に
「
合
併

効
果
を
肌
で
感
じ
て
い
る
人
は

ほ
と
ん
ど
な
く
、
合
併
し
て
財

政
が
豊
か
に
な
り
市
民
サ
ー
ビ

ス
も
充
実
す
る
は
ず
だ
っ
た
が

現
実
は
逆
」
と
あ
っ
た
。
合
併

問
題
と
は
自
治
体
の
現
状
改
革

の
処
方
箋
で
は
な
い
。

町
長　

一
時
的
な
支
援
策
で
あ

り
簡
単
に
そ
の
支
援
策
だ
け
で

合
併
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
。

質
問　

産
業
振
興
・
薬
用
の
跡

地
、
湯
の
花
売
店
の
経
過
、
実

績
、
位
置
づ
け
は
。

産
業
課
長　

湯
の
花
売
店
は
、

平
成　

年
度
、　

年
３
月
旧
厚

１６

１７

生
省
伊
豆
薬
用
植
物
栽
培
試
験

所
跡
地
に
、
南
伊
豆
町
農
業
振

興
会
会
員
有
志
外　

名
に
よ
り

３３

組
合
方
式
で
開
設
、約
１
年
９
ヵ

月
が
経
過
。
当
初　

名
の
登
録

１２０

�

�

�

�

が
現
在
は　

名
を
超
え
て
い
る
。

３００

農
家
の
期
待
も
大
き
く
、
農
産

物
等
の
販
路
が
拡
大
さ
れ
、
所

得
が
向
上
、
生
産
意
欲
の
向
上

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
地
域
内
経
済
循
環
型
だ
と

思
う
。
地
産
地
消
の
促
進
、
農

林
水
産
振
興
政
策
上
重
要
な
施

設
。
昨
年
の
総
売
上
は
約
４
千

　

万
。
２
月
、
３
月
は
み
な
み

３００の
桜
と
菜
の
花
祭
り
で
３
月
で

約　

万
と
い
う
売
上
。
ま
だ
ま

５４０
だ
こ
れ
か
ら
伸
び
る
で
し
ょ
う
。

質
問　

徳
島
県
上
勝
町
で
は
、

葉
物
商
売
で
老
人
で
も
月
に
よ
っ

て
売
上
げ
が
町
長
の
給
料
を
上

回
り
職
員
が
こ
れ
を
喜
び
と
し

て
い
る
。
地
域
の
現
状
町
民
の

生
活
実
態
に
心
を
寄
せ
て
、
仕

事
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り

ま
せ
ん
か
。
役
場
が
や
ら
な
く

て
、
だ
れ
が
や
る
。
切
迫
感
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

町
長　

強
く
指
示
し
行
政
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	





質
問　

平
成　

年
度
決
算
を
ど

１８

の
様
に
総
括
し
て
い
る
の
か
？

町
長　

本
町
は
依
存
財
源
に
頼

る
割
合
が
大
き
く
、
経
済
情
勢

や
国
の
地
方
財
政
計
画
に
大
き

な
影
響
を
受
け
る
。
歳
入
の
見

通
し
は
極
め
て
不
透
明
で
一
層

の
行
財
政
改
革
を
徹
底
的
に
進

め
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
効

率
的
な
財
政
運
営
を
す
る
。

質
問　

平
成　

年
度
予
算
編
成

１９

作
業
に
は
、
地
方
分
権
を
担
う

人
材
育
成
を
も
念
頭
に
入
れ
、

町
長
自
ら
陣
頭
指
揮
を
執
っ
て

頂
き
た
く
、
町
長
の
姿
勢
を
確

認
し
た
い
。

町
長　

予
算
編
成
に
は
規
制
概

念
や
慣
例
に
捉
わ
れ
ず
、
職
員

一
人
一
人
が
更
な
る
危
機
意
識

と
改
革
意
欲
を
持
っ
て
あ
た
る

様
に
指
示
を
し
た
。

質
問　

行
財
政
改
革
を
推
進
す

る
上
で
町
民
へ
の
情
報
の
開
示

及
び
共
有
の
観
点
か
ら
、
分
か

り
や
す
い
予
算
説
明
書
を
作
成

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
？

町
長　

予
算
説
明
書
に
つ
い
て

は
前
年
比
較
の
金
額
だ
け
で
な

く
、
内
容
説
明
や
意
見
、
そ
の

事
業
が
町
施
策
に
合
致
し
て
い

る
か
の
評
価
等
も
入
れ
ら
れ
る

様
に
検
討
し
た
い
。
ま
た
決
算

説
明
資
料
も
再
検
討
し
た
い
。

質
問　

財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
策
定
条
件
は
現
在
の
総
合

計
画
、
後
期
過
疎
計
画
、
各
課

計
画
を
実
施
し
た
場
合
に
財
政

収
支
が
ど
の
程
度
ま
で
悪
化
す

る
か
予
測
を
立
て
、そ
の
ギ
ャ
ッ

プ
を
解
消
す
る
為
に
は
ど
の
様

に
す
れ
ば
よ
い
の
か
を
考
え
る

資
料
だ
が
、
一
方
で
財
政
健
全

化
計
画
を
策
定
す
る
考
え
は
？

町
長　

平
成　

年
度
予
算
編
成

１９

か
ら
地
方
行
政
改
革
大
綱
及
び

推
進
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
更

な
る
行
財
政
改
革
を
推
進
し
て

赤
字
解
消
に
努
め
、
平
成　

年
１９

度
に
作
成
す
る
財
政
見
通
し
は

収
支
均
衡
の
と
れ
た
計
画
と
し

て
公
表
し
、
そ
れ
に
沿
っ
て
財

政
健
全
化
を
速
や
か
に
進
め
る
。

質
問　

行
財
政
改
革
の
推
進
は

歳
出
削
減
と
歳
入
拡
大
で
あ
り
、

特
に
観
光
交
流
人
口
促
進
に
よ

る
歳
入
拡
大
は
大
き
な
柱
で
あ

る
。
現
在
国
会
で
も
観
光
基
本

法
を　

年
ぶ
り
に
観
光
立
国
推

４３

進
基
本
法
に
改
正
し
、
政
府
が

観
光
立
国
推
進
基
本
計
画
の
策

定
を
進
め
る
時
こ
そ
、
観
光
立

町
と
し
て
振
興
の
方
向
性
を
具

現
化
す
る
為
に
、
観
光
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
を
町
民
と
協
働
で

作
成
す
る
時
期
だ
と
思
う
が
？

町
長　

観
光
立
町
の
位
置
づ
け

か
ら
観
光
産
業
の
動
向
が
各
産

業
の
景
気
を
左
右
す
る
状
況
で

あ
り
、
観
光
交
流
客
の
増
大
に

よ
る
需
要
拡
大
に
頼
ら
ざ
る
を

得
な
い
。
全
国
観
光
地
化
が
進

む
中
で
、
町
の
観
光
の
あ
り
方

を
示
す
観
光
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
を
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

保坂好明議員

質
問　

巻
き
網
漁
業
に
関
し
、

平
成　

年
水
産
庁
の
資
料
に
一

１４

斉
更
新
に
関
す
る
意
見
等
収
録

が
あ
る
。
こ
の
中
に
静
岡
県
の

要
望
事
項
が
な
い
が
何
故
か
？

県
に
確
認
し
て
頂
き
た
い
。
そ

し
て
、
こ
の
問
題
の
深
刻
度
や

歳
月
の
経
過
か
ら
既
に
漁
協
や

漁
民
だ
け
で
解
決
で
き
る
問
題

で
は
な
い
。
平
成　

年
の
協
定

１９

一
斉
更
新
に
向
け
、
内
容
の
見

直
し
を
求
め
る
為
に
も
、
漁
業

関
係
者
と
自
治
体
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
の
で
、

対
策
協
議
会
を
発
足
し
て
頂
き

た
い
。

町
長　

対
策
協
議
会
の
設
置
を

今
後
前
向
き
に
取
り
組
み
、
来

年
の
更
新
へ
向
け
県
に
対
し
ア

ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
た
い
。

みなみいず議会だより No.２８ ２００７年(平成１９年）１月３１日
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質
問　

町
の
行
政
改
革
大
綱
に

基
づ
き
こ
の
進
行
状
況
は
。
町

長
は
ど
う
評
価
し
て
い
る
の
か
。

町
長　

行
政
改
革
推
進
実
施
計

画
に
基
づ
き
、
約
４
千
万
円
の

経
費
節
減
と
、
約　

万
円
の
歳

５００

入
増
加
に
。
職
員
意
識
の
改
革

組
織
機
能
の
強
化
な
ど
も
、
既

に
実
施
、
今
年
度
中
の
実
施
ま

た
は
方
向
性
の
決
定
を
目
指
し

詰
め
て
い
る
。
協
働
を
も
と
に

組
織
機
能
の
充
実
、
住
民
参
画

情
報
公
開
、
経
費
節
減
、
歳
入

拡
大
な
ど
に
努
め
、
基
礎
自
治

体
と
し
て
の
機
能
の
充
実
、
財

政
の
健
全
化
を
図
っ
て
い
く
。

質
問　

財
政
見
通
し
で
平
成　
２３

年
ま
で
の
も
の
が
説
明
さ
れ
た

町
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ

て
い
る
の
か
。
い
つ
ま
で
の
財

政
計
画
を
つ
く
ら
れ
る
の
か
。

町
長　

試
算
結
果
を
真
摯
に
受

け
と
め
、
平
成　

年
度
予
算
編

１９

成
か
ら
さ
ら
な
る
財
政
改
革
を

進
め
る
。
新
年
度
に
作
成
す
る

財
政
見
通
し
は
、
収
支
の
均
衡

を
図
っ
た
財
政
計
画
と
し
て
公

表
出
来
る
。
財
政
計
画
は
５
年

間
で
あ
り
。
歳
入
、
歳
出
、
よ

り
的
確
に
把
握
し
、
計
画
を
立

て
る
時
点
で
、
出
来
る
限
り
の

資
料
、
デ
ー
タ
を
も
と
に
作
成

を
し
て
い
く
。

�

質
問　

学
校
で
、
い
じ
め
は
あ

る
も
の
と
し
て
常
時
対
応
し
て

い
く
べ
き
。

教
育
長　

い
じ
め
は
確
か
に
発

見
す
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
。

発
見
さ
れ
た
時
点
で
や
は
り
大

人
が
ど
う
解
決
し
て
あ
げ
る
か

こ
こ
が
大
事
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

質
問　

小
学
生
と
併
せ
て
保
育

園
児
を
高
齢
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
と
し
て
学
童
保
育
を
考

え
て
み
る
必
要
も
あ
る
の
で
は
。

教
育
長　

文
科
省
で
も
全
国
的

に
実
施
計
画
を
し
て
い
る
、　
２０

年
度
か
ら
を
考
え
て
、
こ
れ
か

ら
町
長
部
局
等
と
も
折
衝
を
し

て
皆
さ
ん
に
提
案
し
て
い
く
と

い
う
格
好
に
な
ろ
う
か
と
。

質
問　

猪
の
作
物
被
害
が
大
き

い
。
猪
駆
除
で
、
食
肉
流
通
を

さ
せ
る
た
め
に
も
新
た
な
取
り

組
み
は
。

町
長　

伊
豆
地
区
の
有
害
鳥
獣

対
策
協
議
会
で
県
へ
陳
情
す
る
。

産
業
観
光
課
長　
　

年
度　

頭
、

１７

８３

今
年　

月
末
現
在
で　

頭
で
膨

１０

２２７

大
に
増
え
て
い
る
。
町
長
が
申

し
上
げ
た
よ
う
な
形
等
々
で
す

け
れ
ど
も
、
私
は
基
本
的
に
は

や
は
り
こ
の
有
害
鳥
獣
は
自
分

で
守
る
と
い
う
の
が
基
本
で
は

な
か
ろ
う
か
。
食
肉
加
工
処
理

施
設
の
関
係
で
は
中
山
間
地
域

の
補
助
事
業
が
あ
る
。
ま
ず
一

番
肝
心
な
の
は
そ
こ
を
や
る
方
、

そ
う
い
う
方
が
真
剣
に
な
っ
て

取
り
組
ん
で
も
ら
わ
な
い
と
供

給
の
面
、そ
れ
か
ら
流
通
の
面
、

い
ろ
い
ろ
な
種
々
の
問
題
が
あ

り
。
今
後
検
討
は
す
る
つ
も
り

で
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
ま
ず
そ

う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
立
ち
上
が
っ

て
こ
な
い
と
な
か
な
か
難
し
い

な
と
い
う
の
が
現
在
の
実
感
で

す
。

みなみいず議会だより No.２８ ２００７年(平成１９年）１月３１日
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質
問　

町
長
の
希
望
の
持
て
る

ま
ち
づ
く
り
の
進
捗
状
況
は
。

町
長　

基
本
的
に
は
第
４
次
南

伊
豆
町
総
合
計
画
に
沿
っ
て
進

め
て
お
る
。
光
と
水
と
緑
に
輝

く
南
伊
豆
町
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

伊
豆
南
端
に
き
ら
め
く
回
遊
の

町
を
目
指
し
、
今
そ
れ
ぞ
れ
の

事
業
展
開
を
し
て
お
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

企
画
調
整
課
長　

総
合
計
画
は

毎
年
、
現
年
を
含
む
３
年
ご
と

の
ロ
ー
リ
ン
グ
を
行
い
、
社
会

情
勢
の
変
動
に
合
わ
せ
て
事
業

を
進
め
る
。

㈰
触
れ
合
い
と

　
　

豊
か
さ
の
あ
る
暮
ら
し

㈪
活
力
の
あ
る

　
　

産
業
と
交
流
の
町

㈫
美
し
い
環
境
を

　
　
　

大
切
に
し
た
町

㈬
ま
ち
づ
く
り
の

　
　
　

推
進
体
制
づ
く
り

　

な
ど
の
充
実
に
取
り
組
ん
で

い
る
。



１１月８日　　　　賀茂郡議会広報研修会

１１月９日　　　　まちづくり特別委員会

１１月１２日　　　　子ども議会

１１月１５日～１６日　例月出納検査

１１月１６日　　　　東伊豆道路、南国伊豆横断道路要望活動

１１月１７日　　　　南伊豆町ふるさとづくり推進委員会

１１月２１日　　　　議長会県外視察

１１月２２日　　　　全国議長大会

１１月２７日　　　　寿大学講演

１１月２８日～２９日　定期監査

１１月２９日　　　　議会運営委員会

１１月３０日　　　　全国過疎地域自立促進連盟定期総会

１１月３０日　　　　第２回図書館協議会

１２月１日　　　　伊豆つくし学園議会全員協議会

１２月１日　　　　駅伝大会壮行会

１２月１日　　　　第７回市町村対抗駅伝競走大会開会式

１２月２日　　　　第７回市町村対抗駅伝競走大会

１２月６日　　　　議会運営委員会

１２月６日　　　　議会全員協議会

１２月１１日　　　　まちづくり特別委員会

１２月１４日　　　　町内現地視察

１２月２０日～２１日　例月出納検査

１月４日　　　　南伊豆町消防団出初式

１月５日　　　　広報編集委員会

１月７日　　　　南伊豆町成人式

１月９日　　　　南伊豆町新春賀詞交歓会

１月１５日～１６日　例月出納検査

１月１６日　　　　財政援助団体監査

１月１７日　　　　ホテル旅館生活衛生同業組合総会

１月１９日　　　　広報編集委員会

１月２４日　　　　千葉県芝山町議会（議会だより委員会）視察来庁

１月２４日　　　　広報編集委員会

１月２５日　　　　郡議長会

１月２８日　　　　みなみの桜と菜の花まつり使役

１月２９日　　　　第２回政策研修会

　

予
算
と
は
、
そ
の
町
の
毎
年

度
に
お
け
る
収
入
と
支
出
の
見

積
り
計
算
書
で
あ
り
、
同
時
に

住
民
に
対
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
計
画
書
で
あ
る
。
併
せ
て
、

町
の
将
来
に
わ
た
っ
て
の
財
政

負
担
に
関
す
る
取
り
決
め
で
も

あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、予
算
は
、住
民

の
納
め
た
税
金
の
使
途
を
定
め

る
も
の
で
あ
る
の
で
、住
民
代
表

の
議
会
の
議
決
を
も
っ
て
確
定

し
、そ
の
上
で
執
行
で
き
る
。

　

予
算
の
各
項
目
は
、
す
べ
て

住
民
の
負
担
に
か
か
わ
る
事
項

で
あ
っ
て
そ
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
す
べ
て
最
終
決
定
す
べ
き

議
会
が
責
任
を
持
つ
べ
き
も
の

で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
、
予
算

の
議
決
権
は
、
条
例
の
議
決
権

と
と
も
に
議
決
権
の
中
で
も
特

に
重
要
な
権
限
で
あ
る
と
い
え

る
。

予
算
の
議
決

�
�
�
�
�
�

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。編
集
委
員

一
同
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。今
年
は
猪
年
で
、農

作
物
の
被
害
を
蒙
る
農
業
者

が
少
な
く
な
か
っ
た
が
干
支

は　

年
隔
き
、被
害
は
毎
年
と

１２
い
う
皮
肉
な
現
象
が
続
き
ま

す
。さ
て
来
年
度
国
家
予
算
の

骨
組
み
も
ほ
ぼ
確
定
さ
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、法
人
税
及
び

地
方
法
人
二
税
の
堅
調
な
延

び
と
い
う
背
景
で
国
債
発
行

枠　

兆
円
台
と
地
方
交
付
税

２０
歳
出
の
昨
年
度
並
み
と
い
う

地
方
に
と
っ
て
は
プ
ラ
ス
の

予
算
組
み
で
あ
り
ま
し
た
。

翻
っ
て
我
が
町
の
財
政
は
優

先
度
が
高
く
省
け
な
い
投
資

的
経
費
を
考
慮
し
て
も
依
然

と
し
て
財
政
難
と
い
う
現
況

は
不
変
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。

自
律
の
ま
ち
づ
く
り
を
選
択

し
た
自
治
体
と
し
て
住
民
・
行

政
・
議
会
が
一
体
と
な
っ
て
よ

り
一
層
の
改
革
を
断
行
す
る

年
で
も
あ
り
、
一
人
一
人
が

豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
社
会
・

格
差
を
感
じ
な
い
社
会
を
実

現
す
る
為
に
も
私
達
議
会
人

も
新
た
な
年
の
節
目
で
改
め

て
気
を
引
き
締
め
さ
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。 

（
漆
）

���

議会の動き
南伊豆町議会の動き・平成18年11月～平成19年１月

皆さまから届けられました貴重な意
見・提案等は、「いでゆ」のコーナー
に記載させて頂きます。

〒415‐0392　静岡県賀茂郡南伊豆町下賀茂328‐2

南伊豆町議会事務局内
広 報 編 集 委 員 会

Ｔ Ｅ Ｌ ・ Ｆ Ａ Ｘ　� �―� � � �

みなみいず議会だより No.２８ ２００７年(平成１９年）１月３１日

皆さまの声を皆さまの声を
お待ちしておりますお待ちしております


